
伊
能
忠
敬
略
年
譜

延
享

二
年
（
１
７
４
５
）

正
月
十
一
日
、
上
総
国
山
辺
郡
小
関
村
の
名
主
、
小
関
家
に
生
ま
れ
る
。
幼
名
三
治
郎
。
父
親
神
保
貞
恒

は
小
関
家
に
婿
と
し
て
入
っ
て
い
た
。

宝
暦

元
年
（
１
７
５
１
）
６
歳

母
死
去
。
養
子
で
あ
っ
た
父
貞
恒
は
、
兄
と
姉
を
連
れ
、
武
射
郡
小
堤
村
の
実
家
へ
帰
る
。
忠
敬
は
、
父

の
養
家
に
残
さ
れ
る
。
小
関
家
に
残
さ
れ
た
三
治
郎
は
、
小
関
浜
の
納
屋
に
起
居
し
、
不
遇
の
少
年
時
代

を
過
ご
す
。

宝
暦

五
年
（
１
７
５
５
）
10
歳

小
堤
村
の
父
の
も
と
に
引
き
取
ら
れ
る
。

宝
暦
十
二
年
（
１
７
６
２
）
17
歳

下
総
国
香
取
郡
佐
原
村
の
伊
能
家
の
娘
達
の
婿
養
子
と
な
る
。
通
称
源
六
、
後
三
郎
右
衛
門
、
忠
敬
と
改

み
ち

名
。

宝
暦
十
三
年
（
１
７
６
３
）
18
歳

長
女
稲
が
生
ま
れ
る
。

明
和

元
年
（
１
７
６
４
）
19
歳

初
め
て
江
戸
に
行
く
。

明
和

二
年
（
１
７
６
５
）
20
歳

病
気
に
よ
り
し
ば
ら
く
休
養
す
る
。

明
和

三
年
（
１
７
６
６
）
21
歳

長
男
景
敬
生
ま
れ
る
。

佐
原
村
凶
作
の
た
め
窮
民
を
救
済
す
る
。

明
和

六
年
（
１
７
６
９
）
24
歳

江
戸
に
薪
問
屋
を
出
す
。

佐
原
村
の
牛
頭
天
王
祭
で
紛
争
、
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
永
沢
家
と
義
絶
す
る
。

明
和

七
年
（
１
７
７
０
）
25
歳

江
戸
の
薪
問
屋
が
類
焼
し
、
薪
７
万
駄
の
損
失
を
出
す
。

安
永

元
年
（
１
７
７
２
）
27
歳

佐
原
邑
河
岸
一
件
を
ま
と
め
る
。

安
永

七
年
（
１
７
７
８
）
33
歳

佐
原
村
が
天
領
か
ら
旗
本
津
田
日
向
守
の
知
行
地
と
な
る
。

五
月
よ
り
六
月
に
か
け
、
妻
達
を
伴
い
奥
州
松
島
を
漫
遊
す
る
。
こ
の
度
の
紀
行
文
「
奥
州
紀
行
」
を
著
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す
。

天
明

元
年
（
１
７
８
１
）
36
歳

地
頭
よ
り
佐
原
村
本
宿
組
の
名
主
を
命
じ
ら
れ
る
。

天
明

二
年
（
１
７
８
２
）
37
歳

父
貞
恒
死
去
。

天
明

三
年
（
１
７
８
３
）
38
歳

浅
間
山
大
噴
火
。
利
根
川
洪
水
な
ど
で
関
東
大
凶
作
。
関
西
か
ら
売
り
米
を
求
め
、
近
隣
の
窮
民
に
安
く
売
り
、

こ
れ
を
与
え
る
。
堤
防
修
築
で
活
躍
。

津
田
氏
か
ら
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
る
。

妻
達
死
去
。

天
明

四
年
（
１
７
８
４
）
39
歳

名
主
を
免
ぜ
ら
れ
村
方
後
見
を
命
じ
ら
れ
る
。

天
明

六
年
（
１
７
８
６
）
41
歳

大
凶
作
に
よ
る
関
東
大
飢
饉
。
上
方
よ
り
米
穀
を
廻
送
し
、
江
戸
で
距
離
を
得
る
と
と
も
に
、
佐
原
の
窮
民
を
救

う
。

二
男
秀
蔵
（
敬
慎
・
内
縁
の
妻
と
の
間
に
）
生
ま
れ
る
。

天
明

八
年
（
１
７
８
８
）
43
歳

こ
の
頃
伊
能
家
の
酒
造
能
力
生
産
１
４
８
０
石
で
、
佐
原
第
二
の
酒
造
家
。

寛
政

二
年
（
１
７
９
０
）
45
歳

信
と
二
度
目
の
結
婚
。

の
ぶ

寛
政

三
年
（
１
７
９
１
）
46
歳

家
訓
を
し
た
た
め
る
。

内
容
・
第
一

仮
に
も
偽
を
せ
ず
孝
弟
忠
信
に
し
て
正
直
た
る
べ
し

第
二

身
の
上
の
人
は
勿
論
下
の
人
に
て
も
教
訓
異
見
あ
ら
ば
急
度
相
用
堅
く
守
る
べ
し

第
二

篤
敬
謙
譲
と
て
言
語
進
退
を
寛
容
に
諸
事
謙
り
敬
み
少
も
人
と
争
論
成
す
べ
か
ら
ず

寛
政

四
年
（
１
７
９
２
）
47
歳

津
田
氏
よ
り
三
人
扶
持
を
給
せ
ら
れ
る
。

こ
の
頃
、
暦
数
に
興
味
を
覚
え
始
め
る
。

寛
政

五
年
（
１
７
９
３
）
48
歳

二
月
末
か
ら
六
月
初
旬
ま
で
久
保
木
清
渕
ら
と
京
阪
地
方
を
旅
す
る
。

隠
居
前
の
伊
能
家
の
商
売
上
の
利
益
。

酒
造

３
７
０
両
３
分

田
徳
・
店
貸

１
４
２
両
１
分
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倉
敷

３
０
両

運
送

３
９
両
３
分

利
潤
高

４
５
０
両
１
分

米
利

２
３
１
両
１
分

合
計

１
２
６
４
両
２
分

寛
政

六
年
（
１
７
９
４
）
49
歳

隠
居
し
て
家
督
を
長
男
景
敬
に
譲
る
。
三
人
扶
持
を
辞
し
、
一
人
扶
持
を
給
せ
ら
れ
る
。

通
称
を
勘
解
由
と
改
め
る
。

寛
政

七
年
（
１
７
９
５
）
50
歳

妻
信
死
去
。

江
戸
に
出
て
、
深
川
黒
江
町
に
居
を
構
え
、
天
文
観
測
を
始
め
る
。

天
文
方
高
橋
至
時
の
門
に
入
る
。

寛
政

九
年
（
１
７
９
７
）
52
歳

日
本
で
初
め
て
、
白
昼
金
星
の
南
中
を
観
測
す
る
。

寛
政

十
年
（
１
７
９
８
）
53
歳

エ
イ(

栄)
を
妻
と
す
る
。

寛
政
十
二
年
（
１
８
０
０
）
55
歳

（
第
一
次
測
量
）
幕
府
の
許
可
を
得
、
閏
四
月
十
九
日
（
６
月
11
日
）
奥
州
街
道
、
蝦
夷
地
南
岸
を
測
量
し
、
十

月
二
十
一
日
（
12
月
７
日
）
江
戸
帰
着
。
内
妻
栄
の
協
力
に
実
測
図
を
作
り
、
幕
府
に
上
程
す
る
。

蝦
夷
で
間
宮
林
蔵
と
会
う
。

享
和

元
年
（
１
８
０
１
）
56
歳

幕
府
よ
り
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
る
。

（
第
二
次
測
量
）
四
月
二
日
（
５
月
14
日
）
江
戸
を
発
ち
、
伊
豆
か
ら
陸
奥
ま
で
の
本
州
東
海
岸
と
奥
州
街
道
を

測
量
。
十
二
月
七
日
（
翌
年
１
月
１
日
）
江
戸
着
。

享
和

二
年
（
１
８
０
２
）
57
歳

前
年
測
量
の
地
図
を
幕
府
に
上
呈
。

（
第
三
次
測
量
）
六
月
十
一
日
（
７
月
10
日
）
江
戸
発
。
出
羽
街
道
、
陸
奥
か
ら
越
後
ま
で
の
日
本
海
岸
、
越
後

街
道
、
中
山
道
の
一
部
を
測
量
、
十
月
二
十
三
日
（
11
月
18
日
）
江
戸
帰
着
。

享
和

三
年
（
１
８
０
３
）
58
歳

前
年
実
測
の
草
稿
図
を
幕
府
の
閲
覧
に
供
す
る
。

（
第
四
次
測
量
）
二
月
二
十
五
日
（
４
月
16
日
）
江
戸
発
。
駿
河
か
ら
尾
張
、
越
前
、
越
後
の
海
岸
、
佐
渡
島
を
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測
量
し
寺
泊
、
清
水
越
、
高
崎
を
経
て
、
十
月
七
日
（
11
月
30
日
）
帰
着
。
。
越
後
糸
魚
川
で
、
地
元
役
人
と
衝

突
し
問
題
が
起
き
る
。

こ
の
こ
ろ
、
栄
が
行
方
不
明
に
な
る
。

文
化

元
年
（
１
８
０
４
）
59
歳

師
高
橋
至
時
が
死
去
す
る
（
40
歳
）
。

東
半
分
の
沿
海
地
図
を
作
製
。
幕
府
に
提
出
し
、
将
軍
家
斉
の
閲
覧
を
受
け
る
。

こ
の
功
で
、
幕
吏
に
登
用
さ
れ
る
（
十
人
扶
持
小
普
請
組
）
。

天
文
方
高
橋
景
保
に
属
し
天
文
方
の
手
附
（
手
伝
）
と
な
る
。

文
化

二
年
（
１
８
０
５
）
60
歳

（
第
五
次
測
量
）
二
月
二
十
五
日
（
３
月
25
日
）
江
戸
を
発
ち
、
東
海
道
筋
、
伊
勢
、
紀
伊
の
海
岸
、
淀
川
筋
、

琵
琶
湖
畔
、
算
用
海
岸
を
測
量
。
岡
山
で
越
年
。

文
化

三
年
（
１
８
０
６
）
61
歳

備
中
以
西
の
瀬
戸
内
海
の
山
陽
道
、
島
々
、
山
陰
、
壱
岐
、
隠
岐
島
（
忠
敬
は
病
気
の
た
め
松
江
に
留
ま
る
）
を

測
量
し
、
十
一
月
十
五
日
（
12
月
24
日
）
帰
着
。

長
孫
三
治
郎
生
ま
れ
る
。

門
人
平
山
郡
蔵
、
小
坂
寛
平
を
破
門
す
る
。

文
化

四
年
（
１
８
０
７
）
62
歳

文
化
二
年
～
三
年
（
畿
内
、
中
国
地
方
な
ど
）
の
測
量
地
図
を
上
程
す
る
。

深
川
黒
江
町
の
自
宅
を
地
図
御
用
所
に
あ
て
、
こ
こ
で
水
作
成
に
あ
た
る
。

文
化

五
年
（
１
８
０
８
）
63
歳

（
第
六
次
測
量
）
正
月
二
十
五
日
（
２
月
21
日
）
江
戸
を
発
ち
、
畿
内
沿
岸
、

淡
路
、
四
国
沿
岸
、
大
坂
、
奈
良
、
吉
野
当
を
測
量
。
伊
勢
山
田
で
越
年
。

文
化

六
年
（
１
８
０
９
）
64
歳

正
月
十
八
日
（
３
月
３
日
）
帰
着
。

四
国
な
ど
第
六
次
測
量
の
地
図
を
作
製
、
上
呈
す
る
。
ま
た
幕
命
に
よ
り
、
「
日
本
輿
地
図
稿
（
仮
製
日
本
地
図
）
」

作
成
。

（
第
七
次
測
量
）
八
月
二
十
七
日
（
10
月
６
日
）
江
戸
発
。
中
山
道
、
山
陽
道
を
測
量
し
小
倉
で
越
年
。

文
化

七
年
（
１
８
１
０
）
65
歳

小
倉
か
ら
豊
前
、
豊
後
、
日
向
、
薩
摩
、
肥
後
の
沿
岸
、
薩
肥
街
道
、
天
草
島
を
測
量
。
さ
ら
に
熊
本
か
ら
大
分

に
出
て
越
年
。
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稲
の
夫
盛
右
衛
門
死
去
。
盛
右
衛
門
は
勘
当
の
見
で
あ
っ
た
の
で
、
稲
は
剃
髪
し
て
妙
薫
と
改
め
、
許
さ

れ
て
佐
原
に
帰
る
。

文
化

八
年
（
１
８
１
１
）
66
歳

大
分
か
ら
小
倉
を
経
て
、
下
関
か
ら
中
国
地
方
の
お
も
に
内
陸
の
諸
道
を
測
量
。
さ
ら
に
美
濃
、
三
河
か

ら
信
濃
へ
の
諸
道
、
甲
信
街
道
、
甲
州
街
道
を
測
量
し
て
、
五
月
八
日
（
６
月
28
日
）
江
戸
帰
着
。

文
化
六
年
以
降
の
測
量
地
域
地
図
完
成
。

こ
の
頃
、
間
宮
林
蔵
は
忠
敬
の
居
宅
に
寄
寓
し
て
、
天
体
観
測
な
ど
の
技
術
を
実
習
す
る
。

（
第
八
次
測
量
）
十
一
月
二
十
五
日
（
翌
年
１
月
９
日
）
江
戸
を
発
ち
、
富
士
山
近
傍
を
測
量
し
た
の
ち
、

摂
津
で
越
年
。

文
化

九
年
（
１
８
１
２
）
67
歳

郡
山
か
ら
九
州
に
渡
り
小
倉
、
熊
本
を
経
て
鹿
児
島
に
入
る
。
屋
久
島
、
種
子
島
測
量
。
内
陸
部
の
諸
道
、

筑
前
、
築
後
、
肥
前
の
沿
岸
を
測
量
し
て
松
浦
郡
で
越
年
。

文
化

十
年
（
１
８
１
３
）
68
歳

平
戸
、
壱
岐
、
対
馬
、
五
島
列
島
を
測
量
。

七
月
十
五
日
、
右
腕
と
も
頼
む
坂
部
貞
兵
衛
が
五
島
福
江
で
病
死
す
る
。

長
崎
、
博
多
、
小
倉
を
経
て
中
国
地
方
内
陸
部
を
測
量
し
、
姫
路
で
越
年
。

長
男
景
敬
死
去
（
47
歳
）
。

文
化
十
一
年
（
１
８
１
４
）
69
歳

姫
路
か
ら
近
畿
主
要
残
部
を
測
量
。
さ
ら
に
飛
騨
街
道
、
松
本
平
、
善
光
寺
平
、
中
山
道
等
を
経
て
五
月

二
十
二
日
（
７
月
９
日
）
江
戸
帰
着
。

帰
着
後
、
居
を
八
丁
堀
亀
島
町
（
現
中
央
区
茅
場
町
二
丁
目
）
に
移
転
。
こ
こ
を
地
図
御
用
所
と
す
る
。

景
敬
の
喪
を
発
し
、
嫡
損
忠
誨
（
三
治
郎
）
を
後
嗣
と
す
る
。

文
化
十
二
年
（
１
８
１
５
）
70
歳

（
第
九
次
測
量
）
二
月
、
江
戸
府
内
予
備
測
量
。

四
月
二
十
七
日
（
６
月
４
日
）
伊
豆
七
島
へ
測
量
隊
派
遣
（
忠
敬
は
老
齢
の
た
め
不
参
加
）
・
下
田
街
道
、

伊
豆
七
島
、
伊
豆
東
海
岸
を
測
量
し
、
熱
海
で
越
年
。

文
化
十
三
年
（
１
８
１
６
）
71
歳

測
量
隊
は
箱
根
付
近
、
大
山
街
道
を
測
り
、
八
王
子
、
川
越
、
熊
谷
を
経
て
四
月
十
二
日
（
５
月
８
日
）
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江
戸
着
。

測
量
地
域
の
地
図
を
上
呈
。

（
第
十
次
測
量
）
閏
八
月
八
日
（
９
月
）
～
十
月
（
12
月
）
江
戸
府
内
第
二
次
測
量
。

こ
の
頃
、
伊
豆
七
島
の
地
図
完
成
。

「
大
日
本
沿
海
輿
地
全
図
」
作
成
に
取
り
掛
か
る
。

文
化
十
四
年
（
１
８
１
７
）
72
歳

「
大
日
本
沿
海
輿
地
全
図
」
制
作
。

文
政

元
年
（
１
８
１
９
）
73
歳

四
月
十
三
日
（
５
月
17
日
）
八
丁
堀
亀
島
の
自
宅
で
死
去
。
喪
は
伏
せ
ら
れ
て
地
図
製
作
続
く
。

遺
言
に
よ
り
遺
体
は
浅
草
源
空
寺
（
現
台
東
区
東
上
野
六
丁
目
）
の
高
橋
至
時
墓
の
側
に
葬
ら
れ
る
。

伊
能
忠
敬
歿
後
の
関
係
年
譜

文
政

四
年
（
１
８
２
１
）

友
人
久
保
木
清
渕
を
始
め
測
量
所
の
吏
員
や
門
弟
た
ち
に
よ
り
、
七
月
「
大
日
本
沿
海
輿
地
全
図
（
計
２

２
５
葉
）
」
及
び
大
日
本
沿
海
実
測
録
（
14
巻
）
が
完
成
し
、
高
橋
景
保
の
序
文
を
付
け
て
上
呈
さ
れ
る
。

九
月
四
日
（
９
月
29
日
）
初
め
て
忠
敬
の
喪
を
公
表
。

文
政

五
年
（
１
８
２
２
）

妙
薫
病
没
。

文
政
十
一
年
（
１
８
２
８
）

シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
。

オ
ラ
ン
ダ
か
ら
派
遣
さ
れ
た
ド
イ
ツ
人
医
師
市
へ
ボ
ル
ト
が
、
高
橋
景
保
か
ら
入
手
し
た
伊
能
特
別
小
図

を
始
め
、
国
禁
の
図
書
多
数
を
持
ち
出
そ
う
と
し
た
こ
と
が
発
覚
。
シ
ー
ボ
ル
ト
は
こ
れ
ら
が
押
収
さ
れ

る
こ
と
を
予
知
し
、
地
図
を
徹
夜
で
写
し
て
バ
タ
ビ
ア
（
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
時
代
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
首

都
ジ
ャ
カ
ル
タ
）
に
送
っ
た
。

文
政
十
二
年
（
１
８
２
９
）

高
橋
景
保
牢
死
。

文
久

元
年
（
１
９
６
１
）

江
戸
条
約
に
基
づ
き
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
測
量
船
来
日
。
こ
の
時
艦
長
は
偶
然
に
も
幕
吏
が
所
持
し
て
い
た
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伊
能
小
図
を
見
て
、
幕
府
か
ら
そ
の
写
し
を
入
手
す
る
。

文
久

三
年
（
１
８
６
３
）

イ
ギ
リ
ス
海
軍
水
路
部
が
「
日
本
政
府
の
地
図
か
ら
編
修
」
と
明
記
し
た
「
日
本
沿
海
図
」
を
発
行
。

慶
応

三
年
（
１
８
６
７
）

幕
府
開
成
所
が
伊
能
小
図
を
基
と
し
て
「
官
板
実
測
日
本
地
図
」
を
発
行
。

明
治

六
年
（
１
８
７
３
）

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン
で
開
か
れ
た
万
国
博
覧
会
に
、
伊
能
小
図
（
８
６
４
０
０
０
分
の
１
）
の
近
代

版
を
作
成
し
て
出
品
。

皇
居
の
炎
上
に
よ
り
、
政
府
保
管
中
の
幕
府
か
ら
受
け
継
い
だ
伊
能
図
焼
失
。

明
治

七
年
（
１
８
７
４
）

伊
能
家
が
伊
能
図
の
控
図
（
副
本
）
を
政
府
に
献
上
。

明
治
十
六
年
（
１
８
８
３
）

２
月
２
７
日
、
正
四
位
を
追
贈
さ
れ
る
。

明
治
十
七
年
（
１
８
８
４
）

陸
軍
参
謀
本
部
測
量
局
で
伊
能
図
を
主
体
と
し
た
全
国
的
地
図
と
し
て
輯
製
２
０
万
分
の
１
の
編
集
を
始
め

る
。

明
治
二
二
年
（
１
８
８
９
）

東
京
市
芝
公
園
に
「
贈
四
位
伊
能
忠
敬
先
生
測
地
遺
功
表
」
（
青
銅
）
が
東
京
地
学
協
会
に
よ
っ
て
建
設

さ
れ
る
。
た
だ
し
、
戦
時
中
の
金
属
回
収
に
よ
り
撤
去
さ
れ
る
。

大
正

八
年
（
１
９
１
９
）

佐
原
町
諏
訪
公
園
に
伊
能
忠
敬
銅
像
が
建
て
ら
れ
る
。

大
正
十
二
年
（
１
９
２
３
）

関
東
大
震
災
に
よ
り
、
東
京
帝
大
付
属
図
書
館
が
火
災
に
な
り
、
明
治
政
府
か
ら
保
管
を
委
託
さ
れ
て
い

た
伊
能
図
が
焼
失
。

昭
和
三
二
年
（
１
９
５
７
）

伊
能
忠
敬
の
遺
書
、
遺
品
等
２
１
５
点
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
。

昭
和
四
〇
年
（
１
９
６
５
）

東
京
芝
公
園
に
東
京
地
学
協
会
に
よ
っ
て
「
伊
能
忠
敬
測
地
遺
功
表
」
が
再
建
さ
れ
る
。

平
成
十
三
年
（
２
０
０
１
）

ア

メ
リ
カ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
議
会
図
書
館
で
、
「
大
日
本
沿
海
輿
地
図
」
の
大
図
（
３
万
６
千
分
の

１
）
２
１
４
枚
の
う
ち
、
２
０
６
枚
の
写
本
が
発
見
さ
れ
る
。

《
資
料
》『

伊
能
忠
敬
』
大
谷
亮
吉
著

『
伊
能
忠
敬
書
状
』
千
葉
県

Wi
k
i
pe

d
ia

I
n
o
Pe

d
ia
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伊
能
忠
敬
測
量
日
記

解
説

伊
能
忠
敬
の
測
量
日
記
は
、
伊
能
忠
敬
が
測
量
し
な
が
ら
書
い
た

「
忠
敬
先
生
日
記
」
と
い
う
表
題
の
51
冊
と
、
彼
自
身
が
後
に
清
書

し
た
「
測
量
日
記
」

と
い
う
名
称
の
清
書
本
28
冊
の
２
種
類
が
あ
り
、

現
在
、
千
葉
県
香
取
市
の
伊
能
忠
敬
記
念
館
に
伝
存
さ
れ
て
い
て
、

２
０
１
０
年
６
月
29
日
、
い
ず
れ
も
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
。

こ
の
「
伊
能
忠
敬
測
量
日
記
」
28
冊
の
原
文
が
「
伊
能
忠
敬

と
伊
能
図
の
大
事
典
を
作
る
会
」
に
よ
り
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
纏
め
ら

れ
販
売
さ
れ
て
い
る
。

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
i
n
o
p
e
d
i
a
.
t
o
k
y
o
/
e
s
h
o
p
/

税
込
み
価
格2

0
,
0
0
0

円
。
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